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はじめに

本稿は，イタリアの日本資料図書館における活

動・実態についての訪問・調査報告である。筆者は

2004年９月にイギリス・アイルランド・オランダの

日本資料図書館について調査した１）。加えて本稿で

は，「非英語圏」「日本語を理解するスタッフがいな

い」等の条件下における日本資料図書館の活動につ

いて調査を行なうことで，先の調査の補完を試みる

ものである。

期間は2005年12月12日から同15日まで。訪問先

は，ナポリ東洋大学アジア研究学科図書館（ナポリ），

ローマ国立中央図書館東洋コレクション，国際交流

基金ローマ日本文化会館図書館，ローマ・ラ・サピ

エンツァ大学文学部東洋学科図書館（以上ローマ），

ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学外国語・外国文

学部東アジア学科図書館（ヴェネツィア）である。

訪問した各図書館の有する特徴・特性は様々である

が，総じて以下のような内容について調査を行なっ

た。

・図書館活動・運営全般

・日本資料・日本情報の提供（蔵書，整理・配架，

利用状況等）

・日本資料・日本情報の入手

・目録システムとその提供

調査内容は特に断りのない限り2005年12月現在

のもの，記載URL（本文・注・参考文献とも）は

すべて2006年３月26日確認のものである。なお，

本稿で言う「日本資料」は「日本語資料」及び「非

日本語による日本関連資料・日本研究用資料」を指

す。

１．概観

1.1 イタリアにおける日本研究・日本語教育

イタリアにおける近代以降の日本研究・日本語教

育は，1860年代，日本の開国後まもなく始まった。

フィレンツェ，ヴェネツィア，ローマ，ナポリの各

大学において，1860-1870年代の間に相次いで日本

語講座や日本研究部門が開設されている。

1933年には現Istituto Italiano per l’Africa e l’Ori-

ente（IsIAO，アフリカ東洋研究所）の前身である

Istituto Italiano per il Medio ed Estremo Oriente

（IsMEO，中亜極東協会）２）が設立。第二次世界大

戦を経て，1962年にローマ日本文化会館，1973年

にはAssociazione Italiana per gli Studi Giapponesi

（AISTUGIA，伊日研究学会）３）が設立される。

人文科学分野や伝統文化への興味関心もさること

ながら，1980年代からは日本の経済的発展を背景と

して社会科学分野への，2000年代に入ってからはマ

ンガ・アニメ等のポップカルチャーへの興味関心も

高まっている。国際交流基金の調査４）によれば，イ

タリアにおける日本語学習者の数は，2000年で約

3,500人だったのが，2004年には約6,500人と増加傾

向にある。2004年現在で日本語教育が行なわれてい

る大学が19大学，日本研究で学士取得できる大学

は５大学５）。とりわけ，今回の訪問先であったナポ

リ東洋大学，ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学，

ローマ・ラ・サピエンツァ大学に，日本語を学ぶ学

生が多い。

1.2 イタリアの図書館ネットワーク

イタリアにおける代表的な図書館ネットワークシ

ステムとして，SBNとACNPについて触れておく。

Servizio Bibliotecario Nazionale（SBN）６）は，イ

タリアにおける全国規模の図書館総合目録ネットワ
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ークシステムである。Istituto Centrale per il Catal-

ogo Unico delle Biblioteche Italiane e per le Infor-

mazioni Bibliografiche（ICCU）７）の管理・調整によ

る。国内の各図書館機構を，総合目録の提供という

かたちでとりまとめようとする活動である。大学・

国立・公共ほか各種図書館が参加し，総合目録を形

成。開始は1992年。参加館は約2,700館（2006年５

月現在）。但し，後に述べる通り，今回の訪問先の

うちナポリ東洋大学，国際交流基金ローマ日本文化

会館図書館，ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学は

この総合目録に参加しておらず，独自にOPACを構

築・提供している。

Archivio Collettivo Nazionale dei Periodici

（ACNP）８）は，Catalogo Italiano dei Periodiciの別

称の通り，国内所蔵逐次刊行物の総合目録ネットワ

ークである。ボローニャ大学のCentro Inter-Bib-

liotecario（CIB）９）が管理・調整を行なう。開始は

1988年。参加館は約2,500館（2006年５月現在）。

1.3 イタリアの日本資料図書館

日本資料を所蔵する図書館・文庫等としては，今

回の訪問先以外に，前述のアフリカ東洋研究所，ウ

ルバニアーナ教皇大学，ボローニャ極東美術研究所，

サレジオ大学マレガ文庫等があり，かつヴァチカン

市国内のヴァチカン図書館がある。

ローマ日本文化会館図書館の加治氏の調査10）によ

れば，イタリア国内で１万冊以上の蔵書を持つ日本

資料図書館は，ナポリ東洋大学アジア研究学科図書

館，国際交流基金ローマ日本文化会館図書館，ヴェ

ネツィア・カ・フォスカリ大学外国語・外国文学部

東アジア学科図書館の３館。また，ローマ日本文化

会館図書館以外は，東アジア・東洋等の組織の一部

に組み込まれている。日本語を充分に理解する司書

もほとんどおらず，今回の訪問先でも，大学であれ

ば日本語・日本学科の教員に頼っている状況であっ

た。

２．ナポリ東洋大学アジア研究学科図書館（ナポリ）

Biblioteca del Dipartimento di Studi Asiatici,

Università degli Studi di Napoli“L’Orientale”

http://www.iuo.it/dipsa-new/biblioteca/pagina-

biblioteca.htm

2.1 ナポリ東洋大学

ナポリはイタリア南部の港湾都市であり，ローマ

から鉄道で約２時間。街の歴史は古代ギリシャ時代

まで遡る。

ナポリ東洋大学11）は，18世紀前半に開講された

Collegio dei Cinesiを前身とする。アジア・オリエ

ント地域の語学・研究に重点を置いた大学としての

歴史を持ち，1903年に日本分野の課程が設けられて

いる。現在は文学・哲学，外国語・外国文学，政治

学，アラブ・イスラム・地中海学の４学部からなる。

ナポリ東洋大学があるのは，スパッカ・ナポリと

呼ばれる下町地域。細い路地に商店が並び，平日の

昼間でも市民や観光客等，多くの人々が行き来して

いる。アジア研究学科図書館はこのスパッカ・ナポ

リのほぼ中心に位置し，大学本部にほど近い別の建

物の中にある。

2.2 アジア研究学科図書館

現在のアジア研究学科図書館が生まれたのは1984

年。それまで別の図書室であったアラブ・イスラム，

考古学，インド，イラン，セム・ユダヤ，中国，ト

ルコ，日本の各分野が統合し，現在の図書館となっ

た（のちに地理学が加入）。

閲覧室をはじめ各部屋は17世紀の建物をそのま

ま使用している。２階から４階までの３フロアにわ

かれており，４階にカウンター，カード目録・

OPAC端末，閲覧室，レファレンス資料，カレント

雑誌，オフィス等。４階閲覧室は窓を閉めているた

めか，スパッカ・ナポリの中心地であるにもかかわ

らず喧騒はまったく気にならない。３階に，古い年

代の図書を収めた書庫（手動集密書架）。２階に，

新しい年代の図書。２階・３階は換気のために窓を

開けているせいか，街の喧騒が直接響いてくる。

８～９人いる図書館スタッフのうちに，日本語を

解する人はいない。アラビア語・ペルシャ語をやや

理解する人がいる他には，ここで取り扱っている言

語を理解できるスタッフはいないとのことであっ

た。

2.3 蔵書と配架

全館の蔵書は，図書約21万冊（うち原語約４割），

雑誌約2,000タイトル（カレント約1,300タイトル）。

他に写本約150点，マイクロ・視聴覚資料約500点

等。

日本資料は約18,000冊（うち図書約12,000冊）で

あり，その約６割が日本語である。ちなみに，中国

資料はほぼ同数，韓国資料はそれほど多くないとの

こと。年間受入図書冊数は約600冊，カレント雑誌

は約200タイトル。年間資料購入額は約14,000ユー

ロ。

メインとなるのは言語・文学等の人文科学分野だ

が，それ以外にもあらゆる分野の日本資料をここで

所蔵している。後述の分類用サブジェクトコードで
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は，美術・建築等の芸術分野のほか，法律，経済，

教育，社会学等を用意。自然科学分野の図書も，例

えば日本の数学，地震に関する図書等が所蔵されて

いる。

分類・請求記号には，「エリアコード」＋「サブ

ジェクトコード」の順による独自の分類体系を使用

している。エリアコードは，例えば日本（Giappone）

であれば「GIA」，中国であれば「CIN」，イランで

あれば「IRA」といったもの。その図書が扱ってい

る国・地域別のコードが，最初の階層に付与される。

続いて，サブジェクトコードが付与される。歴史は

「IV」，文学は「VI」といった要領。サブジェクト

コードは全エリアコードに共通のものである。した

がって，日本の歴史であれば「GIA/IV」，イランの

歴史であれば「IRA/IV」となる。例えば「通貨研

究」というような，日本ではそれほど扱われないが

中東地域の歴史研究ではメジャーなテーマにも，独

立したサブジェクトコードが与えられている。

配架は，請求記号が示すように地域別・分野別の

順だが，芸術分野の図書だけは全地域のものがまと

めて別置されている。

2.4 資料・情報の入手

日本資料は，オランダの代理店を通じて購入する。

選書は教員・研究者による。なお，学生用の日本語

教育教材は，国際交流基金による日本語教材寄贈事

業（Japanese-Language Teaching Materials Dona-

tion Program）によって維持できているとのこと。

日本語を解するスタッフがいないこともあって

か，インターネット経由の情報収集にあっても日本

のWebサイト・OPACを利用する機会はほとんど

ないとのこと。例えば書誌情報の参照によく利用す

るのは，NDL-OPACやNACSIS Webcatではなく，

ケンブリッジ大学日本資料図書館による英国日本語

資料総合目録12）や，米国議会図書館OPAC13）である。

特に後者はローマ字表記による書誌を確認できるの

で，後述する自館目録作成時のローマ字正誤チェッ

クに有用とのことであった。

2.5 利用

学内の日本語・日本研究の学習・研究者の数は，

院生・研究者が約50人，学部学生約500人。

院生・研究者の主な研究分野は，言語・歴史・古

典文学・近代文学・芸術・映画等。また，学部１年

生の利用はほとんどが西洋言語図書だが，学年があ

がるにつれて日本語図書を利用するようになる。学

生たちに人気の日本のマンガ（イタリア語訳）につ

いては，所蔵はない。

学外者の利用も可能で，イタリア国内の各地から

教員・研究者・学生らが来館している。

2.6 目録

ナポリ東洋大学の図書館では，SBNの総合目録ネ

ットワークには参加せず，大学独自のOPAC14）を構

築。なおACNPには参加している。

目録用システムとしてSEBINAを使用している

が，CJKやUNICODEへは未対応。日本語資料の書

誌レコードは，すべてローマ翻字されたものである。

日本語のわかる教員・院生がローマ翻字した書誌

を，図書館の目録担当スタッフが入力。さらに件名

の付与をイタリア語で行なう。

データベース化開始は1992年で，現在の収録率

はほぼ100％。だが，当館ではこれまでに蓄積され

てきたカード目録（著者・地域）も，閲覧室にて現

役で提供されている。これは，OPAC検索が可能な

学内専用端末が不足，かつ，WebOPAC用の一般

PCも現在買い揃えられておらず，利用者の利用頻

度に追いつかないための措置であるという。

SEBINAでの東洋言語対応が待たれるところだ

が，実現したとして，図書館スタッフ自身で入力で

きるわけではない。NACSIS-CATへの参加もまだ

先の話，とのことであった。

３．ローマ国立中央図書館東洋コレクション

Collezioni orientali, Biblioteca nazionale centrale

di Roma（Vittorio Emanuele II）

http://www.bncrm.librari.beniculturali.it/ita/collezi

o/coll_spe.htm

3.1 ローマ国立中央図書館

イタリアには国立図書館が７館15）ある。うち，ロ

ーマとフィレンツェ16）の２館は国立中央図書館とし

て位置づけられ，法定納本図書館に指定されている。

イタリア統一を果たしたVittorio Emanuele ２世の

名を冠するローマ国立中央図書館17）は，統一後まも

ない1876年設立。前身は，イエズス会の学校であ

るCollegio Romano内の図書館・Bibliotheca Major

であり，コレクションもその古写本・古刊本を引き

継いでいる。

蔵書は図書約600万冊，写本約8,000冊，インキュ

ナブラ約2,000冊，16世紀出版物約25,000冊，雑誌

約45,000タイトル。人文科学分野が中心。各種コレ

クションのほか，レファレンスセクション，保存・

修復専門セクション等がある。館内の国立マニュス

クリプト研究センターでは，イタリア全土の図書館

が所蔵しているマニュスクリプトを撮影・マイクロ
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フィルム化したものを網羅的に収集しており，その

数は10万点を越える。また，国内所蔵の外国図書

についての総合目録であるBollettino delle opere

moderne straniere（BOMS）の編纂も行なう。

新設された現在の建物に移転したのは1975年。

市の中心であるテルミニ駅から地下鉄でひと駅の場

所に位置し，年間約50万人以上の利用者が訪れる。

2001年には全館リフォームが行なわれている。

3.2 東洋コレクション日本部門

東洋コレクションは当館特殊コレクション群のひ

とつであり，アラビア・中国・日本・スラブの４部

門からなる。

日本部門の蔵書はおおむね江戸・明治期の資料で

ある。現代出版物は若干のレファレンス資料・書誌

類以外にはほとんど所蔵していない。カレントな受

入・購入もほとんどない。利用者は年間20～30人

程度で，ほとんどが古典籍資料を必要とする研究者

である。なお，図書館へは18歳以上であれば入館

できるが，特殊コレクションの閲覧室に入るには別

途の許可を必要とする。

東洋コレクションの現担当者は，中国資料を専門

とする方である。

3.3 蔵書

日本部門の蔵書約4,000冊は，ほぼすべて日本語

資料である。館内で日本語資料を持つ部署は他にな

く，また，イタリア語による日本研究資料・翻訳書

の類は別に所蔵されている。

蔵書は以下の3種からなる。

（1）1876～1896年にCarl Valenciani教授（ロー

マ大学）からの寄贈・譲渡を受け入れたも

の

（2）1915年に約1,400冊を受け入れたもの

（3）1950年代末にGuido Perris氏のコレクショ

ンを受け入れたもの

蔵書は温度湿度管理（15～20℃，40～50％）さ

れた書庫に収蔵されている。和装本であっても，書

架にすべて縦置きで配架されている。もともと帙入

りだったものは帙入りで，帙のなかったものは極力

箱詰めされてはいるものの，裸のまま縦置きされて

いる和装本も少なくない。また，Valenciani教授か

らの寄贈資料には，和装本を洋装に製本したものが

多くあった。外見は革等による通常の洋装本であり，

中を開くと日本の古写本・古刊本である。また汚

損・劣化の進行を防ぐため，ビニールのカバーで覆

われている資料もあった。これらはおおむね館内の

保存・修復専門セクションからのアドバイスによる

とのことである。

書庫のすぐ隣に，これら古典籍資料を撮影するた

めの機器・設備が用意されており，利用者からの求

めに応じて撮影・デジタル化・CD-ROM保存等が

行なわれる。

請求記号は，「73」＋「サイズ別記号」＋「連番」。

１階層目の「73」は，旧図書館時代に日本語資料が

収蔵されていた部屋の番号がそのまま残っていると

いうもの。２階層目は縦サイズ別の記号で，16 cm

以下は「A」，16 cmから28 cmは「B」というよう

に，４段階のアルファベットが付与される。

3.4 目録

当部門の書誌書目の類は，以下の２点。

「Catalogo dei libri giapponesi dei periodi Edo e

Meiji＝江戸明治期刊行日本語図書目録」18）

「Pagine dall’Oriente：libri cinesi e giapponesi

della Biblioteca nazionale＝漢和書精選」19）

「Catalogo dei libri giapponesi dei periodi Edo e

Meiji」は，図書館情報大学（当時）の藤野幸雄氏

が国際交流基金の援助により，それまで未整理だっ

た蔵書の目録を作成したもの。現在のところ当部門

の日本語資料についてもっとも整備された目録とし

て利用・提供されている。

なお，全館の目録データベースはSBN総合目録

に参加。当部門のレファレンス資料がローマ翻字の

上収録されている。

４．国際交流基金ローマ日本文化会館図書館

La Biblioteca dell’Istituto Giapponese di Cultura

in Roma, Japan Foundation

http://www.jfroma.it/jap/biblioteca/index.html

4.1 ローマ日本文化会館とその図書館

ローマ日本文化会館20）は，1954年の日伊文化協

定に基づき，1962年，海外初の日本文化会館として

開館した。当初は民間法人国際文化振興会の運営。

1972年，国際交流基金（外務省所管特殊法人（当

時））21）の運営となった。イタリアにおける日本文化

理解の促進を目的とし，文化事業（展覧会・映画

会・講演会等の催し物）・日本語教育関連事業・日

本研究奨励・交流・広報・調査等の活動を行なって

いる。館内には展覧会を行なうことのできるロビー

や，講義室，約200人収容のホール等がある。

図書館の設置と運営も，当会館の重要な活動のひ

とつである。スタッフは３人（うち１人は半日勤務）

で，日本語・イタリア語ともに精通しており，２人

は日本研究情報専門家研修22）の修了者である。
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4.2 蔵書・配架と施設

蔵書数は，図書約 32,000 冊。うち，日本語約

19,500冊，西洋言語約12,500冊。なお，イタリア語

による日本関係図書はそもそも点数が多くないた

め，西洋言語図書の約７割が英語であり，イタリア

語は２割強程度とのこと。雑誌は約500タイトルを

所蔵。

年間受入図書冊数は約600～700冊程度。寄贈の

割合が少なくなく，３～４割から半数を超えること

もある。カレント雑誌は約200タイトルで，和洋ほ

ぼ同数。主な購読誌は，国文学解釈と鑑賞，キネマ

旬報，美術手帖，AERA，中央公論，文藝春秋等。

新聞は，朝日，日経，読売，Japan Times。

年間資料購入額は計約350万円。内訳は，図書購

入が和書で約100万円。別途洋書（現地購入の西洋

言語図書）で約100万円。また，国際交流基金本部

での年間雑誌購読送付額が約100万円だが，そのう

ちの約半額程度を送料が占めている。加えて，現地

購読の洋雑誌が年間約50万円。

他に，博士論文マイクロ資料約2,900点，ビデオ

資料約250本のほか，日本語学習用カセットテープ

約1,400本，音楽CD等。ビデオ資料は主にドキュメ

ンタリーや日本語教材の類。日本映画へのリクエス

トは多いとのことで，貸出可能なビデオ・DVDを

増やしていくことについては今後の課題のようであ

る。また，契約データベースに，Bibliography of

Asian Studies Online23）等がある。

主要分野は人文科学・社会科学。特に日本文学の

イタリア語訳，日本文学・作家全集，歴史・宗教分

野の史料，レファレンス資料等。若い利用者の関心

が，よりコンテンポラリーな日本文化に移ってきて

いるため，最新の資料と情報を蔵書構成にも迅速に

反映させていくことが課題のひとつ，とのことであ

る。

分類には和洋ともNDC（新訂８版）を使用。か

つて洋書にUDCを採用していたが，17～18年前に

NDCに統一された。洋書であっても日本関係図書

であるためNDCのほうが都合がよく，また両者と

も同じ分類体系を採用したほうが便利であったため

とのこと。

館内には，マイクロ資料閲覧のためのマイクロフ

ィルムリーダー（デジタル変換機能付き）や，オー

ディオ機器，BDS等がある。地階書庫には，バック

ナンバー雑誌，古い年代の図書，展覧会図録のコレ

クション等。閲覧室のカレント雑誌は，一般誌と学

術誌が別に配架されているが，学術誌のほうでは寄

贈のものと思われる大学・研究機関の紀要・研究誌

類，美術館・博物館・各種協会のニュースレター類

が豊富に並んでいる。

4.3 資料・情報の入手

和書購入は国際交流基金を通じ，年１回サイクル

で行なわれる。年１回のタイミングが合わないため

に，全集ものや年鑑類が入手困難になってしまうケ

ースもあるという。ネット古書店などを利用して欠

本を補充することを今後検討したいとのこと。

イタリア語以外の西洋言語資料はAnglo Ameri-

can Book24）等の国際書店による。

選書は図書館スタッフが新刊カタログ・書評等を

参考に選書。イタリア語で書かれた日本関係図書は

優先的に収集，アジア・日本研究学術雑誌の書評に

取り上げられた日本研究資料はできるだけ網羅的に

収集するようにしているとのことである。

4.4 利用

当館の年間入館者数は約5,500～6,000人で，うち

約２割が日本人。貸出冊数は年間約3,000冊前後で，

うち約７～８割が洋書である。

イタリア人利用者の多くは日本専攻の学生・研究

者で，ローマ・ラ・サピエンツァ大学をはじめイタ

リア国内各地から利用がある。学生の利用分野は人

文科学だけに限られない。特に最近の社会科学分野

では，日本経済から社会学のほうへ関心が移ってき

ているとのこと。

当館では，入館・閲覧は無料であるが，貸出には

利用者登録が必要。登録は15歳以上で，10ユーロ

の年会費その他を必要とする。登録者数は現在約

5,000人。

また，イタリア国内の地方在住者のために，郵送

による貸出サービスを行なっている。メールまたは

FAXで申し込み，送料は利用者負担。郵送による

複写サービスも受け付けており，館内資料はA4用

紙１枚0.10ユーロ。日本の国際交流基金図書館から

所蔵雑誌記事の複写を取り寄せることも可能で，

A4用紙１枚0.20ユーロ。

4.5 レファレンス

当館は，イタリアにおける日本資料・日本情報の

拠点として，数多くのレファレンスを受け付けてい

る。電話・FAX等総じて年間約1,000件。e-mailだ

けでも月30件前後の問い合わせがあるという。レ

ファレンス内容の事例としては，留学情報，企業情

報，出版社・美術館・博物館情報，DVD等の資料

入手方法，通訳・翻訳者・有識者の照会，日本語講

座・日本文化講座情報等。ただ，人物照会を受けて

もプライバシー保護の観点からどこまで応えてよい
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か判断が難しい，また所蔵している美術品の落款や

くずし字の読み方など，特殊な分野に関する質問も

あり，スムーズには応えられない等，困難も多いと

のこと。

またレファレンスの一環として，「書誌作成サー

ビス」を行なっている。これは，利用者の求めるテ

ーマに沿った図書・文献の書誌を作成・提供すると

いうもの。卒業論文等のための学生からの依頼が多

い。国内各地からe-mail等で受け付けている。

さらに，「日本研究イタリア語雑誌記事索引」と

して，当館所蔵の日本・アジア研究イタリア語雑誌

に収録されている日本関係論文について，自館でデ

ータベースを作成している。（館内利用のみ）

4.6 目録

4th Dimensionを用いた独自の目録データベース

とWebOPAC25）を構築。SBNには参加していない。

4th Dimensionは，目録システム構築当初，国際

交流基金の図書館全体がMacintoshを使用していた

ころに採用されたもの。その後Windowsへの乗り

換えの際にデータ変換が思うように行なわれず，実

際に変換が終了しWebOPACの構築が実現したの

は2005年。現在のWebOPACでは，日本語表示・

検索ともに実現できている。

書誌レコードは日本語とローマ字の両方で作成。

収録率はほぼ100％であるが，図書のみ。雑誌につ

いては，冊子体目録及びホームページ上のリストで

確認できる。

NACSIS-CATへの参加については，自館OPAC

が完成したばかりでもあり，現時点では考えていな

いとのこと。現在イタリアの他の図書館では日本語

資料をローマ字で表記しているが，近い将来，日本

語でのオンライン目録の実現に向けてNACSIS-

CATも選択肢に入ってくると思われる。その際に

は，イタリア日本資料総合目録構築の可能性も含め

改めて検討したい，とのことであった。

５．ローマ・ラ・サピエンツァ大学文学部東洋学科

図書館（ローマ）

Biblioteca del Dipartimento di Studi Orientali,

Università degli Studi di Roma“La Sapienza”

http://w3.uniroma1.it/deptorient/biblioteca.htm

5.1 ローマ・ラ・サピエンツァ大学

1303年，Boniface８世により法王の学校として設

立されたのが，ローマ・ラ・サピエンツァ大学26）の

前身である。19世紀後半に現在のような大学として

のかたちをとり，1935年に現在の場所に移転した。

21 の学部を持ち，教員数約 4,000 人，学生数約

19,000人27）。ローマ国立中央図書館蔵のコレクショ

ン所有者であったValenciani教授は，19世紀後半に

当学で日本研究を始めた人でもある。

なお“sapienza”は「叡智」の意である。

5.2 東洋学科図書館

東洋学科図書館は，創立1905年。現在は文学部

東洋学科の一角にある。

東洋学科の棟に入ると，入り口から図書室へと続

く細い廊下の両側に，天井の高さまで達する事務用

書類ケースが壁一面ほぼすきまなく並べられている

のが見える。閲覧室内に収められているのは雑誌・

レファレンス資料の類のみで，一般の図書はおおむ

ねこの廊下の書類ケースか，別室の小部屋，研究室，

事務室の壁面を間借りするかたちで配架されてい

る。廊下の書類ケースは施錠されているが，扉はガ

ラス張り。利用者はガラス越しに必要な図書をブラ

ウジングすることが可能で，求めに応じて図書館ス

タッフがその都度開錠，資料を提供する。このよう

に，狭隘化が当面の問題点である。

図書館スタッフ５人の中に日本分野の専門家はい

ない。が，当学科の学生数名がアルバイトとして雇

われており，日本語を理解できる学生も含まれてい

た。

5.3 蔵書と配架

全蔵書冊数は，図書約125,000冊，雑誌約700タイ

トル。分野は人文科学中心で，地域としては東アジ

アから中近東・アフリカまでをカバーしている。

日本資料は約4,500冊で，うち日本語資料が約半

数。カレント雑誌は７タイトル，うち日本語が２タ

イトル。年間資料購入額は約6,000ユーロ。

蔵書は，教員の研究領域からか，特に文学分野が

中心。年代もやや古い基本的な図書がそろえられて

いる。なお，日本語の語学教材は図書館の所蔵資料

とは別個の取り扱いとなっているとのこと。また，

漢籍は所有しているようだが，日本の古典籍資料は

ない。

閲覧室内には手動式集密書架が設置されており，

雑誌・レファレンス資料・書誌類が配架されてい

る。一般の図書は前述の通り，廊下・事務室・研究

室等に準開架式で配架。配架はおおむね地域・言語

別ではあるが，美術・芸術分野の図書は全地域分を

まとめて別置している。

分類・請求記号には，「エリア」＋「配置場

所」＋「連番」の順による独自の体系を使用してい

る。１階層目には，その資料が取り扱っている地
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域・言語をあらわす記号が用いられる。日本であれ

ば「Giapp」等。この地域名に加えて，例えば文学

テキストであれば「T」等の記号が付与される。日

本文学作品テキストであれば「T.Giapp」となる。

２階層目に，研究室であれば「９」，図書館配置で

あれば「８」等の番号が付与され，その資料がどこ

に配置されているかが示される。

5.4 資料・情報の入手

日本語資料は，Libreria Orientalia28）というイタ

リアの書店を通して購入する。選書は教員による。

ILLはナポリ・ヴェネツィアのほかヨーロッパ全

土へ依頼している。日本へもILL依頼を行ないたい

ものの，その方法やコストが明確にわからない，と

のコメントがあった。

5.5 利用

教員の研究分野は，日本文学およびその翻訳が主

である。また，日本語を学ぶ学部学生は約350人。

１年次が最も多いが，日本語学習はやはり難しいら

しく，２年次，３年次と学年を追うごとに減ってい

くという。学生の人数に比して，日本資料はナポ

リ・ヴェネツィアほどそろっているとは言いがた

い。そのためもあってか，学生たちは同じローマ市

内のローマ日本文化会館図書館を頻繁に利用しに行

くとのことであった。

なお，当館自体は学外者の利用も可能。

5.6 目録

全学目録データベースとしてSBN・ACNPに参

加しており，OPAC29）は SBN。目録システムは

SEBINAを使用。CJKやUNICODEには対応してお

らず，日本語のわかる教員が翻訳・ローマ翻字した

書誌事項等を，目録担当スタッフが入力。

目録のデータベース化は1998年からで，蔵書約

125,000冊中約6,500冊が登録されている。なお，カ

ード目録も現役で作成・更新を続けているとのこ

と。

６．ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学外国語・外

国文学部東アジア学科図書館（ヴェネツィア）

Biblioteca del Dipartimento di Studi sull’Asia

Orientale, Università“Ca’Foscari”Venezia

http://venus.unive.it/dsao/webpages/bibliodsao.ht

ml

6.1 ヴェネツィアとヴェネツィア・カ・フォスカ

リ大学

ヴェネツィアはイタリア北東部に位置し，ローマ

からは鉄道で約５時間の距離。共和制都市国家とし

て，イタリア統一まで1000年以上の歴史を持って

いた土地である。ヴェネツィア本島は，四方を海に

囲まれたラグーナ（潟）の上にあり，街なかを運河

が縦横に走る。このため，大潮や気圧変化のために

高潮が発生し，街なかが数十cm近く水没すること

もしばしばである。ヴェネツィア・カ・フォスカリ

大学はこのヴェネツィア本島内にある。

ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学30）の歴史は

1868年創立のScuola Superiore di Commercioに遡

る。1 5 世紀にヴェネツィアの総督であった

Francesco Foscariの邸宅に居を構えており，“Ca’

Foscari”の名で知られる。創立当初は商業・経済

専門の高等教育機関であった。現在は経済，文学・

哲学，外国語・外国文学，自然科学の４学部。中

国・日本・韓国分野からなる東アジア学科は，外国

語・外国文学部に属する。教員数は全学で約500人。

学生数約17,000人31）。

1868年の創立後まもなく，1873年には最初の日

本語講座が開始されている。戦後，1965年には日本

研究所が設立され，日本語・日本文学科としての独

立した図書室も設けられていたが，2002年，中国・

日本・韓国の各学科が統合。東アジア学科として現

在の建物に移転したのを機に，図書館も中国・日

本・韓国で統合されている。

日本語を学ぶ学部学生の数も多く，日本の大学へ

の短期研修，インターネットを介しての日本の大学

との共同講義，日本古典文学の翻訳活動等，教育・

研究活動が盛んに行なわれている。

6.2 東アジア学科とその図書館施設

前述のように，東アジア学科は2002年の統合を

機に，現在の建物に移転している。大学本部や他の

学科等とは離れた場所にあり，数百年前に富豪によ

って建てられたという建物を賃借で使用している。

学科全体の入口は建物の１階（日本で言う２階）

にあり，そこにBDSが設置されている。これは，

東アジア学科内に図書室としての独立した部屋がな

く，学科内全体に書架が散在しているためである。

学生用閲覧室には頻用される文学・歴史分野図書や

レファレンス資料，講師室には宗教・哲学分野図書，

カンファレンスルームにカレント雑誌，廊下に全集

もの，といった具合である。

ヴェネツィアは海に囲まれているため土地に限り

があり，また1000年の歴史を持つこともあって，
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新しい建物を建てるような余地が少ない。このため，

前述のように数百年レベルの古い建物を使用するこ

とになるが，床強度が充分ではなく，１階（日本で

言う２階）以上のフロアに図書・書架を集中配置す

ることができない。また，これも前述のように高潮

の被害があるため，地下に書庫を設けることもでき

ない。実際，訪問日の数日前にも高潮が発生し，こ

の建物の入り口付近もある程度の高さまで浸水して

いたと言う。また，地面から数十cmほどの高さの

地階（日本で言う１階）にバックナンバー雑誌を収

めた手動式集密書架の書庫があるが，ここも湿気に

よるカビの被害に悩まされており，エアコンの常時

運転によって湿度管理を行なっている状態である。

以上のような理由から，バックナンバー雑誌以外

の蔵書は学科建物全体（主に床強度が比較的強い壁

際）に分散して配架されている。したがって運用上，

その図書が例えば学生用学習席のある部屋に配架さ

れていれば“開架”となり，教員の研究室内に配架

されていれば“閉架”となる。分野や年代を考慮し，

よく使われる図書ができるだけ“開架”となるよう

工夫しつつ配架されている。そもそもこの建物は，

次の新しい建物が決まるまでの数年程度の仮住まい

の予定であった。その計画が中断してしまっており，

現在，建物内の随所にスペースを捻出して，書架を

配置しているとのことである。

図書館スタッフは２人。日本語を解するスタッフ

はいないが，当科の日本文学講師が日本研究情報専

門家研修を修了している。

6.3 蔵書と配架

当館の日本資料は，図書が約11,000冊（日本語約

4,700冊，西洋言語約6,300冊），雑誌が約120タイト

ル（日本語約40タイトル，西洋言語約80タイトル）。

なお，学科全体での所蔵図書冊数は約75,000冊であ

る。

年間受入図書冊数が約600冊，カレント雑誌約70

タイトル。年間資料購入額は約10,000ユーロ。

蔵書の主要分野は文学・言語・歴史。当館以外に

も，経済分野・芸術分野等の日本資料が他部局に所

蔵されてはいるが，ほぼ西洋言語のみであり，冊数

もそう多くはないとのこと。古典籍資料の蔵書はな

いが，戦前出版物が日本語・西洋言語とも少なから

ず所蔵されており，当地における日本研究の歴史的

厚みの一端を知ることができる。

分類・請求記号は「分野別記号等のアルファベッ

ト＋連番」。全集・シリーズごとに，仮名草子集成

には「KS」，宮本百合子全集なら「MIYA」，講談

社学術文庫は「KGB」等のアルファベット記号が付

与される。中国・韓国のコレクションとは別の，日

本資料だけの独自の体系である。これは，統合以前

の独立した図書室があったころの名残と思われる。

統合に合わせて全体をDDCに統一させたいが，書

架が散在している現状ではそれも叶わない，とのこ

と。

6.4 資料・情報の入手

選書は，教員に書籍カタログを渡し，リクエスト

を募り，選書委員会で決定する。資料購入には日本

出版貿易株式会社32）やAmazonを利用。

よく使われる日本のWebサイトとして，早稲田

大学図書館OPAC33）が挙げられた。

6.5 利用

現在この東アジア学科には，日本分野の教員（研

究者）が８人，学部学生が約500人属している。外

国語・外国文学部ではあるが，社会学等，語学・文

学以外の分野の資料も求められる。また，雑誌より

も図書，日本語資料よりも西洋言語資料の利用のほ

うが多い。

外部からの利用者もあり，日本の建築・美術・マ

ンガについて興味ある人が訪れるとのこと。

6.6 目録

ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学の図書館で

は，SBN総合目録に参加せず，大学独自のOPAC34）

を構築している。CJKやUNICODEへの対応はされ

ておらず，その予定もない。日本語資料の書誌レコ

ードは，タイトル等の書誌事項をローマ翻字したも

のが作成されている。

日本語を理解するスタッフが当館にはいないた

め，教員がローマ翻字したものを図書館スタッフが

入力。長母音の取り扱いが難しいとのこと。

遡及入力は，一部の例外を除いてほぼ終了。カー

ド目録は1994年で停止している。

日本資料の蔵書数ではイタリア国内でも有数では

あるが，現在のところ，NACSIS-CAT参加の予定

はないとのこと。その有用性は認識されているもの

の，コスト・人員の問題から未参加である。

７．まとめ

今回の訪問で各館の司書・教員の皆さんより，日

本の図書館サービスや情報発信について，さまざま

なコメント・リクエストをいただいた。さらに，各

館の調査・訪問に加えて，ローマ・ラ・サピエンツ

ァ大学文学部東洋学科図書館のMirella Piperno氏，

ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学外国語・外国文
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学部東アジア学科のLaura Moretti講師のご協力の

もと，実際に日本語や日本の文化・社会について学

んでおられる学生の皆さんのお話をうかがう機会を

得た。それに基づき，私見ではあるが，日本からの

主に海外に向けての図書館サービスや情報発信につ

いてどのような改善がなされるべきかを考え，まと

めにかえたい。

・書誌・目録データベースにおけるローマ字併記の

整備

学生や図書館スタッフに，学習・研究・業務にあ

たってよく使う日本のWebサイト・情報サービス

は何かを尋ねたところ，「早稲田大学図書館の

OPAC」を挙げた人が多かった。その一方で，

NACSIS WebCATの存在は学生にあまり知られて

いないようであった。その理由は，インタフェース

だけでなく，書誌・所蔵データの表示にも英語・ロ

ーマ字が使用されていることにあるようである。実

際に早稲田大学図書館OPACで日本語資料を検索し

書誌を表示させてみると，タイトル・出版事項・責

任表示・件名等にカナ及びローマ字でヨミが併記さ

れている。日本語初学者や日本語を解さない図書館

スタッフには，こちらのほうが確かに有用であろ

う35）。同じくローマ字表記が確認できるという理由

から，日本のWebサイトではなく米国議会図書館

OPACを有用ツールとして挙げる人もいた。

だが，日本語資料がより網羅的に収録されている

という点では，NDL-OPACやNACSIS Webcatの

ほうがはるかに充実しているはずである。これらの

書誌データにカナとローマ字が併記されれば，格段

に有用な書誌データベースとなるにちがいない。

今回訪問したイタリアの日本資料図書館では，そ

のほとんどが日本語書誌をローマ翻字しており，そ

のことによる教員やスタッフへの負荷，整理の滞り

等が懸念される。また，実際に各OPACで日本語資

料の書誌を検索してみると，ローマ字の誤りも少な

からず見られる。イタリア国内でも蔵書数が多く，

日本語学習者・研究者も多い大学の図書館にしてこ

のような現状であるならば，さらに規模の小さいそ

の他の大学の図書館にあっては，その困難のほどは

容易に推し量られる。かつ，イタリア以外の国にお

いても同じことが言える。

日本語学習者・研究者であれば日本語が理解でき

るはず，と言えるかもしれない。が，図書館備付け

または個人用のコンピュータにおいて日本語の表

示・入力が必ずしもスムーズにはいかないであろう

こと，日本に関する資料・情報を必要とするのは語

学に長けた人文系研究者・学生に限らないこと，海

外における日本理解が大多数の日本語初学者によっ

て支えられていくであろうことを思えば，ローマ字

併記は決して無駄ではないはずである。

日本の代表的な書誌・目録データベースサービス

であるNDL-OPACやNACSIS Webcatでのローマ

字併記は，日本語資料についての書誌情報の国際的

な流通，及び日本情報の海外発信という意味で，重

要な方策ではないだろうか36）。

・ILL受付体制の整備・アナウンスの強化

学生・研究者に，図書館に所蔵されていない日本

語の図書や論文コピーをどのように入手しているか

について尋ねたところ，回答はおおむね以下のよう

なものであった。「ローマ日本文化会館図書館を利

用する」「Amazonで買う」「日本にいる友人・知人

にFAXや郵送で送ってもらう」「実際に日本へ行っ

て資料を集める」。日本へのILL依頼については，

使ったことがない，使ったとしても送料が高い，時

間がかかる，との回答しか得られなかった。

図書館スタッフにも日本へのILL依頼は評判が芳

しくない。Web上のデータベースの充実によって

書誌・所蔵は比較的容易にわかるようになったもの

の，その入手方法及びその説明についてはさほど改

善されていない。依頼方法がわからない，コストや

かかる時間がわからない，支払・取引方法がわから

ないか支障がある等。また，国立国会図書館の

Web受付による郵送複写サービスについても，海

外の利用者にとって朗報ではあるものの，図書館側

での支払方法が確立できないために，求める利用者

本人に直接自力で登録・申込してもらうよう案内し

ている現状にある，という館もあった。

前稿37）でも述べたことではあるが，海外からの

ILL依頼について，判りやすくオープンな説明がな

されていること，オフィシャルかつシステマチック

な方法による依頼でなくても受け付けることができ

るような柔軟さを持つこと等が望まれる。
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The Report on Japanese Resource Libraries in Italy

Abstract: In December 2005, the author visited Italian Japanese resource libraries in Napoli, Rome, and

Venice, and surveyed their collections, operations, and activities and how they select, acquire and catalog

Japanese language materials. While the number of Japanese language learners appears to be on the

increase in Italy, there are very few libraries with large Japanese collections. Most libraries are operated

as a combined East Asian or Oriental collections and there are very few staff who can understand Japan-

ese. The author offers a number of examples of how improved services from Japan, such as including

Romanization in cataloging records or providing more information about getting interlibrary loan, can

help Italian Japanese resource libraries to serve their clientele better.
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